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最
後
の
映
画
俳
優

　
佐
藤
慶
が
い
た
時
代

猫
と
ガ
リ
版

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
　

鈴
木
義
昭
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り
つ
い
た
。
大
河
ド
ラ
マ
が
人
気
番
組
と
な
る
き
っ
か
け
を
作

っ
た
の
が
『
太
閤
記
』
だ
が
、
当
時
放
送
さ
れ
た
「
大
河
ド
ラ

マ
」
は
、
今
で
は
映
像
の
ほ
と
ん
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
高
価
で
、
そ
の
後
の
他
の
収
録
に
使
い
回
し

さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。『
太
閤
記
』
で
唯
一
公
式
に
現
存
が
確

認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
回
の
み
ら
し
い
。
慶
さ
ん
の
遺
品

の
中
に
、
こ
の
回
の
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
が
あ
り
、
息
子
の
順
さ
ん

か
ら
お
借
り
し
て
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
明
智
光
秀
に
も

佐
藤
慶
に
も
、
強
く
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
想
い
出
さ
れ
た
。

秀
吉
役
の
主
演
は
新
国
劇
の
無
名
俳
優
・
緒
方
拳
、
後
に
日

本
映
画
界
を
席
巻
す
る
名
優
も
、
売
り
出
し
た
の
は
こ
の
時
か

ら
だ
。
演
出
の
吉
田
直
哉
は
、
日
本
人
が
慣
れ
親
し
ん
だ
映
画

や
舞
台
の
時
代
劇
の
伝
統
的
手
法
と
違
う
斬
新
な
切
り
口
を
全

篇
に
展
開
し
た
。
白
黒
放
送
の
時
代
だ
が
、
セ
ッ
ト
と
ロ
ケ
を

巧
み
に
交
錯
さ
せ
た
シ
ー
ン
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
よ
う

な
臨
場
感
の
あ
る
映
像
を
も
生
み
出
し
て
い
た
。
自
分
の
肉
体

と
上
昇
志
向
だ
け
を
武
器
に
駆
け
上
っ
て
い
く
緒
方
拳
の
秀
吉

に
対
し
、
苦
悩
と
葛
藤
に
苛
ま
れ
な
が
ら
破
綻
す
る
光
秀
を
内

面
か
ら
深
く
演
じ
た
佐
藤
慶
は
、
評
論
家
や
関
係
者
だ
け
で
な

く
一
般
視
聴
者
に
も
共
感
を
呼
ん
だ
の
だ
。

一
年
間
に
わ
た
っ
て
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
太
閤

記
』
の
一
シ
ー
ン
だ
。
国
民
的
番
組
と
し
て
今
日
ま
で
続
く

「
大
河
ド
ラ
マ
」
の
礎
を
築
き
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
時
代
劇
の

ス
タ
イ
ル
を
提
示
し
た
『
太
閤
記
』
は
、
同
時
に
俳
優
・
佐
藤

慶
の
名
を
日
本
中
津
々
浦
々
の
茶
の
間
に
知
ら
し
め
た
の
だ
っ

た
。
特
に
こ
の
第
四
十
二
回
「
本
能
寺
」
は
、
織
田
信
長
役
の

高
橋
幸
治
の
人
気
か
ら
「
信
長
を
殺
さ
な
い
で
」
と
い
う
助
命

嘆
願
の
投
書
ま
で
来
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

昔
で
言
う
「
テ
レ
ビ
っ
子
」
の
言
葉
通
り
の
子
供
だ
っ
た
自

分
も
、
母
親
や
家
族
と
毎
週
欠
か
さ
ず
こ
の
『
太
閤
記
』
を
観

て
い
た
。
佐
藤
慶
と
い
う
俳
優
を
、
僕
が
意
識
し
た
の
は
、
こ

の
時
が
初
め
て
だ
。
毎
週
日
曜
夜
八
時
、
テ
レ
ビ
の
前
に
か
じ

大
河
ド
ラ
マ
『
太
閤
記
』
の
明
智
光
秀

峠
に
さ
し
か
か
っ
た
軍
勢
の
先
頭
で
武
将
が
悩
ん
で
い
る
。

家
来
た
ち
は
将
の
心
の
う
ち
を
気
遣
い
な
が
ら
、
思
い
を
叶
え

さ
せ
る
道
を
残
し
て
断
を
仰
ぐ
。
や
が
て
、
武
将
は
逡
巡
を
経

て
全
軍
に
号
令
す
る
、「
敵
は
本
能
寺
に
あ
り
」
と
│
│
。

武
将
の
名
は
、
明
智
光
秀
。
本
能
寺
に
あ
っ
た
主
君
織
田
信

長
を
討
ち
、
天
下
人
と
な
る
勝
利
を
得
る
が
、
す
ぐ
に
毛
利
軍

と
の
戦
い
か
ら
取
っ
て
返
し
た
豊
臣
秀
吉
に
敗
れ
、
歴
史
か
ら

姿
を
消
し
た
悲
運
の
戦
国
武
将
で
あ
る
。

明
智
光
秀
を
演
じ
て
い
る
の
は
、
佐
藤
慶
。
一
九
六
五
年
に

第３回

大
河
ド
ラ
マ
『
太
閤
記
』
の
名
場
面
。
主
君
思
い
で
文
武
両
道
の
知
識

人
だ
っ
た
明
智
光
秀
（
佐
藤
慶
）
だ
が
、
主
君
織
田
信
長
（
高
橋
幸

治
）
に
疎
ま
れ
、
深
く
静
か
に
反
旗
の
炎
を
胸
に
燃
や
す
こ
と
と
な
る

（
佐
藤
慶
さ
ん
作
成
の
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
帖
」
よ
り
）。


